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例 言

1.本書は、平成18年度に国庫補助を受けた、ため池整備事業 (廻田池)に伴う新宮遺跡発掘調査

報告書である。

2.本書で報告する発掘調査は、島根県松江県土整備事務所から松江市教育委員会が委託を受け、

財団法人松江市教育文化振興事業団が実施した。

3.調査地は、島根県松江市岡本町l138番地に所在する。

4。 現地調査の期間は、以下のとおりである。

平成18年 6月 8日 ～ 7月 18日 まで。

5。 開発面積及び調査面積は、以下のとおりである。

開発面積 1,900∬

調査面積 288ポ

6.調査組織は以下のとおりである。

平成18年度
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調査係長 瀬古 諒子

主任 (事務担当者)F日脇 誠也
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7,本書の刊行に当たっては、出土遺物について、廣江耕史氏 (島根県理蔵文化財調査センター)

に有益なご指導、ご教示を頂いたぉ記して感謝の意を表したい。

8.本書に掲載した遺物・遺構図の実測・浄書・観察は、高尾万里子Ⅲ田中和美の協力を得て、秦

が行なった。

9,本書に掲載した現場写真・遺物写真 I.ま、落合、秦が撮影した。

10。 本書の執筆・編集は、松江市教育委員会文化財課の協力を得て、秦が行なった。

11.本書における方位は1公共座標北を示し―座標値は日本測地系に準拠した公共座標第Ⅲ系の値で

ある。またレベル値は海抜標高を示す。

12.出土遺物、実測図及び写真等の資料は、松江市教育委員会において保管している。
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第 1章 調査に至る経緯
松江市秋鹿町に所在する廻田池は、堤体及び取水施設の老朽化により、地域安全度の低下や水管

理労力の増大が問題となっており、堤体決壊による被害も懸念された。このため島根県では、地域

の防災安全度の向上、水利用の合理化、ため池管理労力の節減と効率化を図ることを目的として、

改修工事を実施することとなった。

この事業に先立ち、平成17年 12月 27日 に島根県松江農林振興センター (現島根県松江県土整備事

務所)か ら松江市教育委員会あてに、事業計画区域における埋蔵文化財の分布調査依頼書が提出さ

れた。依頼を受けた当市文化財課では、同日に対象地の分布調査を実施し、工事予定地内により詳

細な試掘調査を必要とする場所 3箇所を確認し、平成18年 1月 4日付け松教文第530号で回答した。

この後、平成18年 2月 23日 に試掘調査を実施したところ、堤体下の畑地に設定したTlト レンチ

から遺物包含層を確認した。このため当地の小字名をとって『新宮遺跡』として文化財保護法上の

手続きをとり、工事計画の変更が困難なTlト レンチ周辺については平成18年 6月 8日 から7月 18

日の期間で本発掘調査を実施することとなった。

なお、本発掘調査については財団法人松江市教育文化振興事業団へ業務委託することで実施して

いる。             ′

図 島根県 。松江市位置図第 1
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境
新宮遺跡は、松江市岡本町に所在する。本遺跡の南側には宍道湖が広がっており、辺リー帯は、

南北に派生する低丘陵地帯が連なる。これら丘陵の山間には小河川が発生し、宍道湖に流れ込んで

いる。元来この地の人々は、これらの小河川を利用して、田畑や水田を作り、生活の基盤を築いた

ものと思われる。そして、低丘陵上や麓には、数多くの集落・埋葬施設が営まれた。

本遺跡である新宮遺跡 (1)は、宍道湖に程近い丘陵の突先に当たる谷部に所在する。遺跡の北

西側には「廻田池」と称される農業用貯水のため池が所在し、ため池の堤体下は畑地として使用さ

れている。また、調査区及びその周辺は、旧秋鹿小学校の敷地であったことが分かっている。

以下、周辺の遺跡について時代を追って概観する。なお、縄文時代の遺跡は、現時点では発見さ

れていない。弥生時代は石の堂遺跡 (2)で弥生土器が出土しているが、遺構は確認されていない。

古墳時代 本遺跡の西側に、狐松古墳 (3)が隣接する。また、丘陵の尾根に沿って北西方向に、

崎山古墳群 (4)、 桑地谷古墳 (5)、 三栗屋奥古墳群 (6)、 石曳古墳 (7)、 横木古墳群 (8)が造ら

れた。秋鹿川を挟んで東側の丘陵上には、亀割坂古墳 (12)、 方墳7基を有する廻田古墳群 (13)が

所在し、北東に向かうと、雲岸寺古墳 (21)、 雲岸寺東古墳群 (23)な どがある。この丘陵は南西

方向に伸び、最南は宍道湖に面する小高い丘である。ここに岡本友田古墳群 (9)、 後山古墳 (10)

が造られた。秋鹿川の上流には、25穴の横穴墓を確認した祝谷横穴群 (27)、 結込古墳群 (26)が

懇&

韓

藤

第 2図 新宮遺跡 位置図 (S=1:80,000)
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所在する。新宮遺跡から南西方向へ下った大垣町の低丘陵上には、重里古墳 (36)、 大垣大塚古墳

群 (37)、 丸山荒神古墳 (38)、 高下古墳 (39)が集中して造られており、北側には池窪山古墳 (40)、

鍛冶屋谷古墳群 (41)が造られた。

このように、古墳時代には多数の古墳・横穴墓が造られており、その周辺には、佃遺跡 (16)、

宮ノ前遺跡 (18)、 井神谷西遺跡 (19)、 井神谷東遺跡 (20)、 西長江遺跡 (29)、 扇谷池北遺跡 (31)、

M9遺跡 (32)、 M10遺跡 (33)な どの、須恵器・土師器散布地が点在する。

歴史時代 奈良・平安時代になると、平地部分には秋鹿川流域条里制遺跡 (11)、 西長江地区条里

制遺跡 (34)な ど、条里制の痕跡を示す遺跡が確認されている。

中世以降には、丘陵上に数多くの山城跡が築かれるようになる。新宮遺跡と同丘陵上に位置する

秋葉山には、鰐尾山城跡 (24)、 北西方向に上岡城跡 (25)が、大垣町の北に位置する本宮山には

本宮山城跡 (44)、 亀畑山城跡 (43)が存在していたことが分かっている。

島根県教育委員会『島根県遺跡地図 I(出雲 。隠岐編)』 (2003)

ケ蒻薇照

1新宮遺跡
2石の堂遺跡
3狐松古墳
4崎山古墳群
5桑地谷古墳
6三栗屋奥古墳群
7石曳古墳
8横木古墳群
9岡本友田古墳群
10後山古墳

12亀割坂古墳
13廻田古墳群
14出雲郷古墓群

22雲岸寺跡
23雲岸寺東古墳群
24鰐尾山城跡

31扇谷池北遺跡
32M9遺跡
33M10遺跡

41鍛冶屋谷古墳群
42大垣氏館跡
43亀畑山城跡

11秋鹿川流域条里制遺跡    21雲 岸寺古墳

34西長江地区条里制遺跡    44本 宮山城跡
15寺の前古墓群        25上 岡城跡       35岩 屋古墳
16佃遺跡           26結 込古墳群      36重 里古墳
17N14遺跡          27祝 合横穴群      37大 垣大塚古墳群
18宮 ノ前遺跡         28松 ノ前古墳      38丸 山荒神古墳
19井神谷西遺跡        29西 長江遺跡      39高 下古墳
20井神谷東遺跡        30常 楽寺瓦窯跡     40池 窪山古墳

第 3図 周辺の遺跡分布図 (S=1:25,000)
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第 3章 調査の経過と方法
本調査は、島根県松江県土整備事務所発注の、ため池整備事業に伴い行なったものである。ため

池工事によって影響を受ける平面積は、約1,900m2を測る。

試掘調査の結果を踏まえ、畑地として使用されていた、ため池の南東側約288m2の範囲の発掘調

査を行なうこととなったが、調査中に調査区の壁が崩壊する事態が起こったため、調査途中段階で

急還調査区を埋め戻し、調査を終了している。

調査の成果においては、後述する遺物包含層の全てを掘り切っていることから、多大な影響は出

なかったが、調査区最下位にて確認している自然流路を掘 り切るには至っていない。このことから、

調査区断面図等で表す予定であった自然流路の断面は、推定図 (破線)と なっていることを了承し

てもらいたい。また、図中に表記した座標値は、測量を行なった図面が日本測地系の値であったた

め、それをそのまま表記した。

記録写真は、遺構写真に 6× 7判一眼レフを主に、35mm判一眼レフを補助に用いた。各判共に

カラーリバーサル、モノクロフィルムで撮影を行なった。また、遺物写真は、35mmデジタルー眼

レフを使用し、デジタルデータ (」PEG)で保存している。

奮 BH熟

第 4図 新宮遺跡 工事 。調査範囲図 (S=1
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第 5図 新宮遺跡 工事 。調査範囲図 (S=1:2,000)
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第4章 発掘調査の成果
発掘調査の概要

本調査は、廻田池の堤体下端に沿う位置に、22.5× 12.5mの範囲で設定し行なった。調査の結果、

遺構を検出するには至らなかったが、現地表面より約1.Om掘 り下げた位置から、遺物包含層 (8層 )

と、その下位に自然流路跡 (9～ 11層)を検出した。以下、土層順に詳細を記す。

1.土層堆積状況 (第 6図 )
1層 (黒色土)は表上で、均等な厚みで水平に堆積する土層である。

2層 (淡黄橙色土)。 3層 (黒色砂質土)は、薄く水平に堆積する土層で、 4層 (黄褐色土)は

部分的に入り込む土層である。 5層 (明黄橙色土)・ 6層 (明橙色土)は、いずれも水平に堆積す

る土層である。 2～ 6層の内、 2・ 5。 6層には地山ブロック粒の混入を、 3層には小石が多量に

包含するのを確認している。これらの混入状況と、この土地の時代背景を考慮すると、2～ 6層は、

旧秋鹿小学校の敷地を造成する際に盛られた土と考えられる。

7層 (灰色粘質土)。 8層 (暗灰色粘質土)はいずれも粘性の強い粘土層で、 7層 と8層を合わ

せると2.5m以上の厚みを持ち、水平に堆積する。

9層 (灰褐色粘質土)は、厚み約0.5mを測り、砂粒や炭を含む粘性の強い土層である。10層 (暗

青灰色粘質土)は、粘土質の地山が崩れて堆積したと思われる層で、11層 (黒灰色土)は粘土と砂

が入り込み、炭をわずかに含む。9。 11層は、いずれも水の流れを示す砂を確認していることから、

自然流路の堆積土と推察する。

遺物は、 8層からの出土が最も多く、須恵器、土師器、土製品、中国磁器、木片等が出上してい

る。須恵器は、郭蓋・郭類・高杯・壷 。奏、土師器は郭類・奏、土製品は土錘が見られる。また、

中国磁器は白磁碗が見られる。これらの遺物は破片ばかりで、完形のものは出土していない。須恵

器 。土師器は焼成不良の割合が高く、摩減しているものが多数見られた。

9層からは、弥生土器の底部片、複合口縁の上師器の奏が数点出上している。

以下、出土土層別に遺物の詳細を記す。

2.出 土遺物
第 8層 出土遺物 (第 7図～第9図 )

【須恵器】

7-1は郭蓋で、肩部以下の破片である。肩部にごく薄い稜線が見られ、若千の張りをもち、な

だらかに下りる。口縁端部は肥厚気味で内湾する。7-1は、後述する須恵器よりも古い様相を示し、

7世紀代のものと考える。

7-2は、日縁端部が括れる郭である。括れは浅く、端部以下は張らずに下りる。

7-3はつまみが付くと思われる郭蓋で、口縁端部の破片である。端部は上から押し潰したよう

に平らで、先端が垂直に屈曲する。

7-4～ 121ま、高台付郭である。7-4～ 6は高台部分を含む底部の破片で、高台の高さはいず

-6-



自然流路跡
推定ライン

1黒色土 (表土)
2淡黄橙色土 (地山ブロック小粒含)
3黒色砂質土 (小石多合)
4責褐色土
6明黄橙色土 (地山ブロック大粒多合)
6明橙色土 (地山ブロック中粒多含)
7灰色粘質土 (地山ブロック小粒含)
8暗灰色粘質土 ※遺物包含層
9灰掲色粘質土 (炭合)※遺物包含層
10暗青灰色粘質土
11黒灰色土 (粘質・砂質の混合土 炭微粒合)
12淡青灰色粘質土・橙色地山ブロックの混合土
13晴青灰色粘質土・地山ブロック大粒の混合土
14青灰色粘質土・地山ブロック中粒の混合土
15青灰色粘質土

0                  1 :150 10m

調査区全体図 (S=1:150)第 6図 新宮遺跡
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れも約0.5cmを測る。高台が底面の外周部に寄り、体部はわずかに外方に張り出して、上方に伸びる。

7-7～ 9は、 7-4～ 6よ り更に高台が外周部へ広がり、高台の端から体部が立ち上がるものであ

る。 7-10は、外方に開く低い高台をもち、体部はその真上に直線的に伸びる。 7-111よ 、浅く扁

平な皿に高台が付 くもので、高台はわずかに内湾し、丸みをもつ。体部は外反気味に大きく開き、

端部はわずかに先細る。7-121よ 、復元口径20,Ocmを測るもので、高台は垂直に貼 り付けられてい

る。体部は直線的に外傾する。

7-13～ 241ま無高台の郭で、底部はいずれも回転糸切 りを施し、未調整のままである。 7-13～

21は、体部下方から底部にかけての破片である。 7-22は、上げ底気味の底部から体部が大きく直

線的に開くものである。日径の割に器高が低く、扁平な形状を呈する。 7-20・ 21も 同形態の底部

片であろう。 7-23は 薄手の作 りで、 7-24はやや厚い作 りのものである。 723・ 24は、いずれ

も体部は直線的に開き、口縁端部付近でわずかに外反する。

8-1は直線的に開く大形の郭で、復元口径19.2cmを 測る。体部に突帯が只占り付けられている。

同様の形状を呈する郭の完形品が渋山池遺跡内の須恵器窯
(1)か ら出土しており、高台を伴う。 7-

23・ 24・ 8-1は、いずれも焼成が甘く、軟質である。

8-2・ 3は高郭で、 8-2は脚部上方の破片、 8-3は脚端部の破片である。 8-2は、下方に外

反して開き、 1段 3方向に方形の透かしが入るものと思われる。 8-3は底径9.6cmを測り、端部側

面に面をもつ。

8-4～ 9は壷である。 8-4は、頸径3.8cmを測る頸部の破片で、筒状を呈する。 8-5・ 6は、

高台をもつ底部片である。 8-5の高台は垂直に付き、 8-6はタト傾する高台をもつ。いずれも底部

の器壁が厚 く、内面の調整は粗雑さが目立つ。 8-7は、体部下方から底部にかけての破片で、丸

みを保つ形状を呈する。 8-8は無高台の重で、底部全面が残存する破片である。体部は直線的に

外傾し、外面下方には、薄いカキロ調整が施される。 8-9は復元高台径14.6cmを 測る大形壺の、

体部下方から底部にかけての破片である。高台は垂直に付き、厚手で丸みをもつ。また、鉢等の可

能性も考えられる。

8-10は、大形の鉢か鍋と思われる。体部は張らずなだらかに下りる。調整は外面に平行叩き文、

内面に同心円状当て具痕が残る。

8-11～ 13は奏で、811・ 12は日縁部の破片、813は口縁部から肩部にかけての破片である。

8-11。 13はやや外反気味に、 8-12は直線的に開く。

【土師器】

9-1～ 13は、無高台のイである。9-1～ 3は、底部全面が残存するもので、底径は平均で約3.5cm

を測り、回転糸切 りを施す。 9-4・ 5は、日径10.Ocm以下の小形郭である。9-4の口縁部は肥厚

し、わずかに内湾する。 9-5は調整が特徴的で、外面には粗 く雑な糸切 り痕が見られ、内面には

渦巻き状の痕跡が見られる。 9-6～ 12は、体部下方から底部にかけての破片である。912の体

部は内湾して大きく開き、底部は1.5cmの厚みを測り、台状を呈する。 9131ま 、底部から直線的

に大きく開き、扁平形を呈する。

9-14・ 15は郭で、日縁部から体部上方にかけての破片である。いずれも薄手の作 りで、直線的

に開く。
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第10図 第 9層 出土遺物 (S=1

9-16～28は高台付杯で、体部下方から高台を含む底部にかけての破片である。9-16～ 191よ、

底径が6.0～ 7.Ocmで、「ハ」字状の低い高台が付く。9-20～ 231ま、底径3.5～ 4.5cmを測り、外反す

る「ハ」字状の高台をもつ。9-24・ 25は、いずれも高台径約8.5cmを測る。 9-26は、高台端部

の接地部分が外方に張り出す。底部内面には、一単位のみの仕上げナデが見られる。 9-27は、直

線的に伸びる「ハ」字状の高台を持つ。 9-23の高台は垂直に付き、接地部分は先細って尖る。

9-29は養の、口縁部の破片である。口縁部は外反気味に大きく開き、端部付近で内傾する。

【土製品】

9-30は、長さ3。9cm、 最大径1.55cm、 孔径0.45cm、 重量7.8gを測る土錘である。

【中国磁器】

9-31は 中国磁器の白磁碗で、体部から底部にかけての破片である。削り出しの比較的高い高台

をもち、高台径6.4cmを測る。体部は内湾し、開き気味に立ち上がる。内面見込み部分には沈線状

の段が付けられている。胎土は緻密で灰白色を呈し、黒い微砂粒を含んでいる。釉薬は、いわゆる

白磁釉が高台部分を除き施釉されている。時期は口縁部を欠いているため判然としないが、自磁碗

Ⅳ類②に近い時期のものであろう。

第 9層 出土遺物 (第 10図 )

【弥生土器】

10-1は壼か奏の底部の破片である。復元底径は15,6cmを測るもので、大形品と思われ、平底を

呈する。弥生時代中期～後期にかけてのものと思われる。
③

10-2～ 4は複合口縁の奏で、いずれも口縁部の破片である。10-3の 口縁部の稜は、やや下方

に向かって明確に突出する。10-4の回縁部は、大きく外反して先細る。いずれも、草田5期のも

のと考える。
141
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《注釈》

(1)島根県教育委員会『渋山池遺跡 。原ノ前遣跡』 (1997)P135、 137参照。

(2)「大学府出上の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集 4』 (1978)

(3)松本岩雄「出雲・隠岐地域 山陽・山陰編」『弥生土器の様式と編年』木耳社 (1992)

(4)鹿島町教育委員会『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5 南講部草田遺跡』 (1992)
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・島根県教育委員会『天満谷遺跡 北松江幹線新設工事 。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 (1987)

・島根県教育委員会『中竹矢遺跡 一般国道9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書X』 (1992)

・廣江耕史「島根県における中世土器について」『松江考古 第8号』 (1992)

。大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌 第11号』 (1994)

。木次町教育委員会『妙見山遺跡発掘調査報告書』 (1995)

。島根県教育委員会『門生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡 (門生山根 1号窯・門生黒谷 1号窯・五反田古墳群)』

(1998)

・島根県教育委員会『三田谷遺跡 (vol l)斐伊川放水路建設予定地内 埋蔵文化財発掘調査報告書V』 (1999)

・島根県教育委員会『蔵小路西遺跡 一般回道9号出雲バイパス建設予定地内 埋蔵文化財発掘調査報告 2』 (1999)

・島根県教育委員会 F田中谷遺跡・塚山古墳・下がり松遺跡・角谷遺跡 法吉団地建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 (2002)

・廣江耕史「出雲における中世須恵器について」

『第3回山陰中世土器検討会資料集 中世須恵器の生産と流通―山陰地方を中心に一』 (2003)

。平田市教育委員会『木舟窯跡群』 (2004)

。丹羽野裕「出雲の須恵器窯」『須恵器窯跡構造資料集 2』 (2004)

・丹羽野裕「出雲における9～ 10世紀の須恵器の様相一窯跡のその出土資料を中心に一」

F第 4回山陰中世土器検討会 資料集平安時代前期の土器様相―中国地方を中心に一』 (2005)

・林健亮「史蹟出雲国府跡出土の上器について」

『第4回山陰中世土器検討会 資料集平安時代前期の土器様相―中国地方を中心に一』 (2005)

・大隈府立近つ飛鳥博物館『大阪府立近つ飛鳥博物館図録40年代のものさし―陶邑の須恵器―』 (2006)

。廣江耕史「出雲の上器様相」

『第5回山陰中世土器検討会 資料集 山陰における中世前期の諸様相―伯者・出雲を中心として一』 (2006)

。松江市教育委員会/財団法人松江市教育文化振興事業団『岩汐窯跡発掘調査報告書』 (2009)
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第5章 ま と め
今回の調査では、遺構は検出されなかったが、多量の須恵器・土師器を含む遺物包含層と、自然

流路跡を検出した。

遺物包含層 (8層)は、厚い堆積状況を示す粘土質の上層であった。ここから出土した須恵器は、

一部 7世紀代のものを含むが、大半は8世紀末～ 9世紀代のものと考えられる。また、土師器は9

世紀後半～12世紀代を示す。

堆積± 9～ 11層は、谷の奥側 (北西)から平野部 (南東)に向かって、地形に沿うように流れて

いた自然流路の埋土であった。この埋上には水の流れを示す砂の堆積が認められ、炭化物や自然木

片を包含していた。調査区内で確認したこの自然流路跡は、上端幅約4.5m、 下端幅推定約1.Om、

深さ推定約1.7mの規模を測り、上層 (9層)か らは、弥生土器の壷・奏が出土していると遺物の

時期は、弥生時代中期～後期を示すものと考える。

調査区内で確認した堆積土は、いずれも本遺跡が所在する谷の周辺から流れ込んだものと推祭す

る。まず、前述の遺物包含層 (8層)は、短期間で一気に流れ込む土石流などとは異なり、長い年

月を経て堆積した土層である可能性が高いと考える。これは、遺物が 7世紀代～12世紀代の時期幅

をもつことからも推察出来る。また、摩滅した小片の状態で出土したにも関わらず、接合が可能な

遺物が多く見られた。これらのことから、本遺跡の周辺には未だ見ぬ集落跡等の遺構が存在し、そ

こから遺物が流れ込み、堆積したものと考えられる。

本遺跡が所在する丘陵上には、狐松古墳、崎山古墳群、桑地谷古墳、三栗屋奥古墳群などの古墳

が連なるように築かれている。今回出上した遺物は、これら古墳との関連性を示すものとも考えら

れる。

その他、自然流路跡の埋土 (9～ 11層 )は、弥生時代中期～終末期を示す遺物を包含していたこ

とから、少なくともその時代には、本遺跡周辺に人々の生活基盤が築かれていたものと推察出来る。

今回の調査では、新宮遺跡が所在する周囲に、遺跡が存在する可能性や、自然流路跡の検出から

弥生時代の遺構の可能性を見出すことが出来た。これらは、弥生時代以降、岡本町地域の人々が継

続して集落を営んでいたことを示すものと考えられ、また、周辺の遺跡 。古墳との関係を明らかに

する上でも、重要な資料になり得たと言えよう。
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遺物観察表





掲載番号 種 別 器 種 残存状況
法量cm

口径   底径   器高
色 調

外 面 内面
備考

7図 -1 須恵器 イ蓋 肩部～口縁部小片 (130) 黄灰 責灰

7図 -2 須恵器 イ 口縁部～体部小片 黄灰 責仄 口縁端部が括れる

7図 -3 須恵器 不蓋 口縁者卜刀ヽ片 (148) l孔 ) 灰 灰 つまみが付くか

7図 -4 須恵器 高台付郭 底部片 (80) 黄灰 灰 底都糸切 り

7図 -5 須恵器 高台付郭 底部片 灰 灰 底部回転糸切り

7図 -6 須恵器 高台付郭 底部片 黄灰 灰 底部回転糸切り

7図 -7 須恵器 高台付郭 底部片 0か 灰 灰 底部回転糸切り

7図 -8 須恵器 高台付郭 底部片 ●8) (23) 灰 灰

7図 -9 須恵器 高台付F4N 底部片 (80) 灰 灰

7図 -10 須恵器 高台付邦 底部小片 (124) 灰 灰 底部糸切 り

7図 -11 須恵器 高台付杯 4分の 1以下 暗黄橙 掲灰

7図 -12 須恵器 高台付郭 4分の 1以下 (200) 灰 灰

7図 -13 須恵器 郭 体部下方～底部片 灰 灰 底部回転糸切り

7図 -14 須恵器 郭 体部下方～底部片 灰 白 黄灰 底部回転糸切り

7図 -15 須恵器 不 体部下方～底部片 灰 白 黄灰 底部回転糸切り

7図 -16 須恵器 イ 体部下方～底部片 灰 白 灰 白 底部回転糸切り

7図 -17 須恵器 郭 体部下方～底部片 (72) 灰 白 灰 白 底部回転糸切り

7図 -18 須恵器 郭 体部下方～底部片 灰褐 褐灰 底部回転糸切り

7図 -19 須恵器 郭 体部下方～底部片 (88) (12) 灰 白 灰 白 底部回転糸切り

7図 -20 須恵器 杯 体部下方～底部片 褐灰 褐灰 底部回転糸切り

7図 -21 須恵器 杯 体部下方～底部片 灰 灰 底部回転糸切り

7図 -22 須恵器 郭 4分の 1以下 黄灰 黄灰 底部回転糸切り

7図 -23 須恵器 不 2分の ユ 灰 灰 底部回転糸切り 軟質
7図 -24 須恵器 杯 4分の 1以下

“

動 灰 白 灰 底部回転糸切り 軟質
8図 -1 須恵器 郭 口縁部～体部片 暗灰 暗灰 体部に突帯あり 軟質
8図 -2 須恵器 高郭 脚部上方片 脚径 黄灰 責灰 脚部 1段 3方向方形透かし

8図 -3 須恵器 高郭 脚端部小片 灰 灰 白

8図 -4 須恵器 士霊 頚部小片 頚径 灰 灰

8図 -5 須恵器 望 底部片 黄灰 灰 白

8図 -6 須恵器 〓⊆ 底部のみ 灰 灰

8図 -7 須恵器 一堕 体部下方～底部片 灰 白 灰 底部回転糸切り

8図 -8 須恵器 霊 体部下方～底部片 灰 灰 外面カキロ調整

8図 -9 須恵器 重か鉢 体部下方～底部片 灰 黄灰 鉢の可能性あり

8図 -10 須恵器 鉢か鍋 口縁部～体部片 (550) 灰 灰

8図 -11 須恵器 養 口縁部小片 (240) 責灰 灰 外内面自然釉付着

8図 -12 須恵器 養 口縁部小片 (260) 灰 褐灰

8図 -13 須恵器 甕 口縁部～肩部片 (25動 責灰 灰白 外面自然れ付着

9図 -1 土師器 邪 底部のみ 赤橙 橙 底部回転糸切り

9図 -2 土師器 イ 底部のみ 浅黄橙 浅責橙 底部回転糸切り

9図 -3 土師器 イ 底部片 暗責橙 暗黄褐 底部回転糸切り

9図 -4 土師器 邦 4分の 1以下 (92) 浅責橙 浅責橙

9図 -5 土師器 郭 2分の 1 暗責橙 暗責橙 底部回転糸切り/内面調整

9図 -6 土師器 不 体部下方～底部片 明黄褐 暗灰黄

9図 -7 土師器 不 体部下方～底部片 (21) 明赤褐 明赤褐 底部回転糸切り

9図 -8 土師器 邦 体部下方～底部片 92) (26) 暗橙 暗橙

9図 -9 土師器 イ 体部下方～底部片 橙 橙

9図 -10 土師器 不 体部下方～底部片 淡橙 暗橙

9図 -11 土師器 不 体部下方～底部片 (29) 明黄褐 明責褐 底部回転糸切り

9図 -12 土師器 イ 体部下方～底部片 (72) (37) 橙 橙 底部糸切り後ナデ
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4分の 1以下

口縁部～体部上方片

口縁部～体部上方片

体部下方～底部片

体部下方～底部片

口縁部～頭部片

口縁部～頭部片

口縁部～頭部片

底部回転糸切り

―-18-―



写 真 図 版



図版 1

襲委霧鶉 一

調査前違景 (南東から)

調査前近景 (南東から)



図版 2

調査区 埋め戻し前 (東から)

A一A'土層断面 (南東から)



図版 3
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調査区 完掘後 (東から)



図版 4

第 8層 出土遺物



図版 5

層 出土遺物



図版 6
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第 3層 出土遺物



図版 7

9-29

第 8層 出土遺物
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第 9層 出土遺物
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所 収 遺 跡 名 所在地

コ ー ド ※北緯
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 ※東経

しん ぐう  い  せき
新 宮 遺 跡

島根県

松江市

岡本町

32201 D-1037

35° 28′ 53〃

20060608

20060718

288m2
ため池
改修工事

1♂ 7膠

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

新 宮 遺 跡 散布地

弥生

古墳
奈良
平安

遺物包含層
自然流路跡

弥生土器
須恵器
土師器
土製品
中国磁器

弥生中期～終末期の遺物を包含した自
然流路跡、7～ 12世紀代の遺物が入り
込む遺物包含層を検出。

※北緯・東経は世界測地系による。
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